
【令和３年度研修】 

第１回 小学校国語科研修（Ｒ３.８.２） 

講義「学習指導要領を生かした国語科授業づくり」 

文部科学省 教科調査官 大塚 健太郎 氏 

国語科の授業づくりの手順として五つのステップを具体的に解説していただくとともに，

指導事項の大切さについて改めて学ぶ機会になりました。 

Step１ 単元で取り上げる指導事項の確認 

Step２ 単元の目標と言語活動の設定 

Step３ 単元の評価規準の設定 

Step４ 単元の指導と評価の計画の決定 

Step５ 評価の実際と手立ての想定 

 

〔アンケートより〕 

○『「指導と評価の一体化」のための学習評価 

 に関する参考資料』（国立教育政策研究所） 

の事例四つについて解説していただき分か 

りやすかった。 

○授業づくりの手順を，丁寧に説明していた

だいたことがよかった。小学校国語科では，

まず指導事項を確認し，目標と評価を設定

することが分かった。 

○具体的な授業づくりの手順について理解を深めることができた。「指導事項」を確認し，

「単元の目標」や「言語活動」を踏まえながら，「評価規準の設定」及び「評価の手立て」

を考えていくプロセスを大切にしたいと思った。 

○評価の方法について具体的に知ることができて良かったです。 

○主体的に学習に取り組む態度が特にどのように評価したら良いかが分からなかったので，

今回の研修で学ぶことができた。 

○教科調査官から直接，学習指導要領の要点を教えていただくことができた点がよかった。 

○授業づくりの根本である学習指導要領の捉え方，授業づくりの手順，評価の在り方を焦点

化して話を聞くことができた。現行の学習指導要領に変わってから，このような内容の研

修を何度も受けたように感じるが，一番入ってきた。 

 

 

 

 



第２回 小学校国語科研修（Ｒ３.８.２） 

講義・演習「主体的・対話的で深い学びの視点に基づいた授業づくりの実際」 

文部科学省 教科調査官 大塚 健太郎 氏 

 各々が指導案の作成（教材研究）に取り組

みました。『小学校学習指導要領解説国語編』

に記載されている指導事項を確認しながら，

単元名，単元目標，取り上げる言語活動，評

価規準の作成等を行いました。 

その後，作成した指導案をグループで検

討しました。検討した内容を全体で共有し

た後，疑問に思っていることについて大塚

調査官に尋ね，解説していただきました。 

 

今回取り上げた教材文は，次の三つです。 

・「資料を見て考えたことを話そう」（小学５年生，東京書籍） 

・「『ふるさとの食』を伝えよう」（小学４年生，東京書籍） 

・「想ぞうしたことをつたえ合おう モチモチの木」（小学校３年生，東京書籍） 

 

〔アンケートより〕 

○グループワークで，他の先生方の考えを聞けたことがよかった。 

○疑問に思っていたことも大塚調査官に答えていただき，理解することができました。 

○県と合同開催でしたので，仙台市外の先生方と情報交換ができてよかった。 

○学習指導要領を見ながら，授業づくりの具体について考えることができました。指導事

項を確認した上で，教科の目標や評価規準を設定する流れを理解しつつ，何を重点とす

るかを考える難しさも痛感しました。 

○午前の講義を生かしてすることができてよかった。また，グループごとにまとめた疑問

について，一つ一つしっかりと答えていただけたことがとてもよい学びとなった。 

○グループで一つの教材について議論する機会があり良かったです。議論のために教材研

究の時間も取っていただき，ありがとうございました。 

○講義で学んだことを使いながら実際に指導案を書くことで，知識を自分に落とし込むこ

とができました。また，その際の疑問をすぐに大塚調査官にお聞きすることができてよ

かったです。 



第３回 小学校国語科研修（Ｒ３.９.３）※オンラインで実施 

実践発表 「主体的・対話的で深い学びを意識した国語科の授業―『書くこと』の指導に 

ついて－」            仙台市立枡江小学校 教諭 相澤 遼 

講  義 「国語科における Chromebookの活用」 

仙台市教育センター 指導主事 澁谷 貴子 

 前半は，枡江小学校の相澤遼先生を講師に迎え，「主体的・対話的で深い学びを意識した

国語科の授業―『書くこと』の指導について－」と題し，第５学年「環境問題について報告

しよう」の実践を紹介していただきました。 

 後半は，１人１台端末の活用につい

て，簡単なアンケートをその場で行

った後，グループに分かれて情報交

換を行いました。その後，「国語科に

おけるＩＣＴの活用について」「国語

科授業づくりのポイント」の資料に

基づきながら，資質・能力を育成する

ための手立ての一つとして１人１台

端末を活用していくことについて指

導主事が講話しました。 

〔アンケートより〕 

○明日にでも活用できそうな内容だったことがよかった。 

○オンライン上で模擬授業を見せてもらったり，他校の先生方と情報交換をしたりして，有

意義な時間となった。 

○国語科における１人１台端末の活用方法についての知見を得ることができた点がよかっ

たです。 

○模擬授業は実際の授業をイメージしながら参加することができました。自分が同じ単元

の授業をしたときのことを思い出し，改善点を考えました。例えば，教科書との対話で視

点を明らかにした発問をすること，学んだことを分かりやすくノートに残すために相澤

先生のように本文に書き込めるワークシートを用意することなどです。 

○教育センターのＨＰから，授業に役立つリンクを活用できると分かったことや，今後の授

業について考えることができたところがよかった。 

○国語科での１人１台端末を使った授業の情報交換ができたことがよかった。 

 

 

 

 



中学校国語科研修（Ｒ３.７.２） 

講義・演習 「読むこと」の学習指導における「言葉による見方・考え方」 

－言葉に着目し，言葉への自覚を高める学びの実現のために― 

宮城教育大学 教授 児玉  忠 氏 

講  義  これからの国語科の指導と評価 －資質・能力を確実に育成するために－ 

文部科学省 教科調査官 杉本 直美 氏 

今年度から中学校で全面実施となった新学習指導要領を踏まえて，お二人の講師の先生

方から，これからの授業づくりと評価について御講義いただきました。 

前半は，児玉先生から「読むこと」の資質・能力を育てる授業づくりのポイントをお話し

していただいた後，実際に教材文を読み，ミニ演習を行いました。ペア学習では，根拠とな

る言葉に着目しながら交流しました。また，「読むこと」の指導における「書く活動」の意

味を再確認することができました。 

後半は，杉本調査官から，新学習指導要領における学

習評価について，授業の具体例を挙げながら解説してい

ただきました。また，国語の力を身に付けさせるための

ＩＣＴ活用について，事例を通して学ぶことができまし

た。 

〔アンケートより〕 

○授業をする際には，言葉の関係を捉えたり問い直したりすることを意識し，読み深めてい

きたい。 

○根拠を探す視点をきちんと示すことに留意して授業づくりをしていこうと実感しました。 

○目標を達成するために，言語活動を通して指導しなければならないこと，評価の書き方や，

ワークシートの活用法など，事例を通してとても分かりやすく学ぶことができました。 

○自分の授業を振り返ると，形骸化して

 いる言語活動もあるので，再度その意

 味や目的を自分で問い直しながら，授

 業改善を図っていきたい。 

○付けたい力を身に付けさせるために，

 言語活動の見直しがとても重要である

 ことを改めて学びました。自分の授業

 を振り返りながら，新しい教材の授業

 づくりにも生かしたいです。 

 

 

 



国語科研修（Ｒ３．11．12） 

講義・演習 「小・中・高の接続を考えた『主体的・対話的で深い学び』を実現する 

国語科授業の在り方」 

講師 宮城教育大学 教授 児玉 忠 氏 

 国語科の授業づくりの３要素（付けたい力，学習課題，言語活動）についての具体を解説

していただきました。アンケートからは，校種の違う先生方や大学生を交えた演習をとおし

て，多くの気付きや学びがあったことが分かりました。 

〔アンケートより〕 

○授業の展開仕方がよく分かりました。 

○小・中・高の共通性や差異を見つけること

ができ，自分が担任している内容，前後の

系統性を感じることができた。 

○国語科の持つ特性についてや「言葉による

見方・考え方」のとらえなど，根本にかか

わるところについて知ることができ有意

義だった。また，ミニ演習での学びの深め

方など，授業を考えていくにあたって参考になった。 

○「言葉による見方・考え方」を働かせるとは 

 どういうことなのか悩みながら授業をしてき 

 たので，分かりやすく解説いただけてよかっ 

たです。ミニ演習では，これまで何回も読ん 

できたはずの教材文からまた新しいおもしろ 

さを発見でき感動しました。授業づくりの奥 

深さを感じました。 

 

○実際の教材を通して，どのように指導していくか具体的に説明していただき分かりやす

かった。また系統性を意識することの重要性も知った。 

○指導場面や具体的な学習の流れと理論が結びつき，とても分かりやすかったです。演習で

校種の異なる先生と交流できたのもよかったです。 

○現在大学で「言葉による見方・考え方」について論文を書いているところでしたので，多

くのことを参考にさせていただきたいと考えます。 

○教材文を読んで書かれていること，主人公の気持ちの変化を読み取ることができただけ

で終わらないように，どうしてこの言葉が使われているのか，どうして気持ちが変化した

と分かるのかという部分を考えさせ，授業改善を行っていきたい。 

 



 

 

第１回 司書教諭・学校図書事務員研修【小学校】（Ｒ３.12.10） 

講義・演習 

「小学校における授業支援の在り方，司書教諭と学校図書事務員の協働～１人１台端

末の活用を踏まえ，情報活用能力の育成を目指した学校図書館運営について～」 

講師 放送大学 客員准教授 塩谷 京子 氏 

 情報活用能力について，課題の設定，情報の

収集，整理・分析，まとめ・表現という過程を

示された後，授業例を挙げながら詳しく紹介し

ていただきました。演習では，国語「くらしの

中の和と洋」（小学４年生，東京書籍）を取り上

げ，比較する際の観点についてグループワーク

を行いました。 

〔アンケートより〕 

○司書教諭として何をすればよいのか具 

 体的を挙げて話してくださったので， 

 すぐに実践できそうです。 

○司書教諭に求められる力が具体的に分 

かり，とても勉強になりました。 

○三つの機能について知識がかなり深まりました。また，教材を使って皆さんと考えていく 

ことで，より分かりやすく感じました。 

○実際の授業の様子も教えてくださり，明日からでも生かせそうな内容でした。 

○塩谷先生の講義が大変分かりやすく，学校図書館や司書教諭の役割が明確になった。 

○ちょうど今学習している単元の内容もあり，とてもためになりました。今まで学習センタ 

ーと情報センターの違いを理解していなかったので，今回はっきりと分かり，とても勉強 

になりました。 

○今の時代，いかに情報活用する力が必要なのか改めて分かりました。 

○機能を活用できる図書館づくりで，情報センターとしての機能があまりなされていない 

ので，その役割について学べてよかった。調 

べ方を支援する上で大変役に立った。 

 

 



第２回 司書教諭・学校図書事務員研修【小学校】（Ｒ３.12.10） 

講義 「学校図書館の環境整備や授業支援の事例」 仙台市立山田中学校 教諭 佐藤 文  

講義・演習 

「中学校における授業支援の在り方，司書教諭と学校図書事務員の協働～１人１台端

末の活用を踏まえ，情報活用能力の育成を目指した学校図書館運営について～」 

講師 青山学院大学 准教授 庭井 史絵  氏 

 前半は，山田中学校の佐藤文先生に「学校

図書館の環境整備・授業支援の事例」と題し，

勤務校での取組について写真を交えながら

具体的に紹介していただきました。 

 後半は，青山学院大学の庭井先生から中学

校のおける授業支援の在り方について「新し

い学び」に触れながら講話していただきまし

た。対話的な読書活動として「読書の秘訣カ

ード」を用いた技法を紹介していただき，実

際に参加者で体験しました。 

〔アンケートより〕 

○他の学校で行っていることが分かってよ 

 かった。展示例等参考になった。 

○１人１台端末の活用が始まり，図書室の 

在り方に自信がなくなっていましたが， 

「読書で情報を得る」共存の仕方を学び 

ました。 

○展示のコーナーや新聞の切り抜きなどや 

ってみようと思う。 

○これからの学校図書館の在り方について今までとは違った視点から選書等できそうです。 

○現職の中学校勤務の先生なので，とても身近に感じられた。実際の展示コーナーなどの写 

真は参考になった。自分自身もスキルアップしなければと思った。 

○１人１台端末が重要視される時代の中で，人と人との関わり，人がいてこその図書館 

の役割を学ぶことができてよかった。 

○今後の図書室運営の中で，電子図書館の活用なども生徒さんに紹介していけたらと思い 

ます。まずは，自分が使用してみたいと思っています。 

○展示・本の面陳，展示スペース，図書館ニュースや新聞記事関連の本といっしょに並べる。 

○図書室で生徒との会話を増やそうと思いました。 


